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　サケ（Oncorhynchus keta）にとって日本は分布の南限域であり，その生息環境は日本海，オホー

ツク海や太平洋沿岸の地域間で大きく異なり多様である。日本系サケは７地域個体群（オホーツク，

北海道日本海，根室，えりも以東，えりも以西，本州太平洋，本州日本海）に分かれることが，ア

ロザイムやマイクロサテライトDNAによる集団遺伝学的解析により示されている（Beacham et al., 
2008, 佐藤・浦和, 2015）。各地域個体群は生息環境に対応した多様な生物特性を有することが想定され，

こうした地域個体群の保全がサケ資源の安定的維持と利用に重要と考えられる。サケ属魚類の保全管

理方策を検討する基礎データとして，北米では各魚種について地域個体群毎に生物特性等がレビュー

され，ステータス・レポートとして出版されている （例えば，サケについては Johnson et al., 1997）。

しかし，日本ではそのような総括的レビューが行われていないため，地域個体群の特性が十分には理

解されていない。

　日本系サケ資源は，その多くが人工ふ化放流により維持されている。しかし，不適切なふ化放流が

行われると，地域個体群の持つ特性が失われ，将来にわたり資源を利用する上で大きな損失となる可

能性がある。そのため，各地域個体群の持つ特性を正しく理解し，これらを保全することの重要性を

認識する必要がある。

　このステータス・レポート ｢日本系サケ地域個体群の増殖と生物特性｣ は，水産総合研究センター

が収集したモニタリングデータや既知の情報を基に，日本系サケの遺伝的特性，増殖，生息環境や資

源動態について地域間で比較し，各地域個体群の増殖実態，生息環境や生物特性を明らかにすること

を目的とする。
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